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今日の企業システムの転換は、自動化への転換が、手工業という旧時代の現実からシフトし、

新しいビジネスコンセンサスとともに、デジタル化という新しい未来へ直面しているので

ある。 

 

これらはより優れた生産性と効率性への転換であり、これらが現状のインフレスパイラル

における小売価格の変化とともに、企業における新たな利益構築を実現しているのである。 

 

これらは企業のキャッシュフローの変化が新しい利益の追求とともに企業における新しい

現実を生み出していることが理解できるものである。 

 

これらは企業の構造的な変化が存在することを明確に理解できるものである。企業がその

強さを有することはこれらシステムと生産性の向上における大きな効率化が時代環境にお

いてそんざいし、それらが大幅な利益率の向上を現実としているのである。 

 

これらが富という現実における社会の新たな２分化を与えているのである。またエリート

たちの現実は、その技術進歩と優れたソフト資産において、トップトレンドの形成を与える

ものである。 

 

これらは勝ち組と負け組の完全な選別を与えるものである。しかしさらなる変化は自由経

済システムとその競争原理において未来において必ず存在するものである。そのため、新し

い企業システムと企業製品という新しい要求をクリし未来における新しい企業現実の￥を

育成することは可能なのである。 

 

これらは企業がこれら時代という要求におけるすべての要求をクリアし、企業システムの

形成を行うとき、これら新しい現実が与える効率的な運営が新しい可能性を実現できるの

である。 

 

これらはコスト効率性に優れる企業の新たな創造的な経営環境であり、それらが時代とい

う新しい製品とサービス基準をクリアし、時代への参加を可能とできるのである。 

 


